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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上りリンク（４ｂ）において無線デバイス（４５０）をスケジューリングするため、無
線通信ネットワーク（８）のネットワークノード（４００）により実行される方法であっ
て、上りリンク信号構造が前記無線デバイス及び前記ネットワークノードに使用される様
に構成され、前記上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを
定義し、前記ネットワークノードは、ショートスケジューリング間隔を適用し、前記ショ
ートスケジューリング間隔は、サブフレームより時間的に短く、かつ、少なくとも１つの
シンボル期間を含み、前記方法は、
　ショートスケジューリング間隔のために前記無線デバイスに制御情報メッセージを送信
すること（２１０）を含み、前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに割り当てら
れた上りリンクスケジューリング情報を含み、前記上りリンクスケジューリング情報は、
前記ショートスケジューリング間隔の長さと、前記上りリンクのショートスケジューリン
グ間隔における基準信号の位置及び長さを示す、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記上りリンクスケジューリング情報は、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔における前記基準信号及びデータの両方についての位置及び長さを含む、方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、
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　前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに特定である、方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法であって、さらに、
　送信された前記制御情報メッセージに従い、前記上りリンクのショートスケジューリン
グ間隔で前記無線デバイスから前記基準信号を受信すること（２２０）を含む、方法。
【請求項５】
　ネットワークノード（４００）であって、
　上りリンクにおいて無線デバイスをスケジューリングするため、無線通信ネットワーク
の前記ネットワークノードにより制御情報メッセージを送信する手段を備え、上りリンク
信号構造が、前記無線デバイス及び前記ネットワークノードにより使用される様に構成さ
れ、前記上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義し、
前記ネットワークノードは、ショートスケジューリング間隔を適用し、前記ショートスケ
ジューリング間隔は、サブフレームより時間的に短く、かつ、少なくとも１シンボル期間
を有し、前記制御情報メッセージは、ショートスケジューリング間隔のために前記無線デ
バイスに送信される様に構成され、前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに割り
当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、前記上りリンクスケジューリング情
報は、前記ショートスケジューリング間隔の長さと、前記上りリンクのショートスケジュ
ーリング間隔における基準信号の位置及び長さを示す、ネットワークノード。
【請求項６】
　請求項５に記載のネットワークノード（４００）であって、
　前記上りリンクスケジューリング情報は、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔における前記基準信号及びデータの両方についての位置及び長さを含む、ネットワー
クノード。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載のネットワークノード（４００）であって、
　前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに特定である、ネットワークノード。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれか１項に記載のネットワークノード（４００）であって、さら
に、
　送信された前記制御情報メッセージに従い、前記上りリンクのショートスケジューリン
グ間隔で前記無線デバイスから前記基準信号を受信する手段を含む、ネットワークノード
。
【請求項９】
　無線通信ネットワークのネットワークノードの動作のためのコンピュータプログラム（
９１）であって、前記コンピュータプログラムは、シンボル期間に分割される送信サブフ
レームを定義する上りリンク信号構造を使用し、上りリンクにおいて無線デバイスをスケ
ジューリングし、ショートスケジューリング間隔を適用する様に構成され、前記ショート
スケジューリング間隔は、サブフレームより時間的に短く、かつ、少なくとも１つのシン
ボル期間を含み、前記コンピュータプログラムは、コンピュータプログラムコードを有し
、前記コンピュータプログラムコードは、前記ネットワークノードで実行されると、前記
ネットワークノードに、
　ショートスケジューリング間隔のために前記無線デバイスに向けて制御情報メッセージ
を送信させ、前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに割り当てられた上りリンク
スケジューリング情報を含み、前記上りリンクスケジューリング情報は、前記ショートス
ケジューリング間隔の長さと、前記上りリンクのショートスケジューリング間隔における
基準信号の位置及び長さを示す、コンピュータプログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のコンピュータプログラム（９１）を有するコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項１１】
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　上りリンクにおいて信号を送信するため、無線通信ネットワークの無線デバイスにより
実行される方法であって、前記無線デバイスにより使用される上りリンク信号構造が、シ
ンボル期間に分割される送信サブフレームを定義し、前記無線デバイスは、上りリンクに
おいて、ショートスケジューリング間隔でスケジューリングされ、各ショートスケジュー
リング間隔は、サブフレームより時間的に短く、かつ、少なくとも１つのシンボル期間を
含み、前記方法は、
　ショートスケジューリング間隔のために前記無線通信ネットワークのネットワークノー
ドから制御情報メッセージを受信すること（３１０）であって、前記制御情報メッセージ
は、前記無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、前記上
りリンクスケジューリング情報は、前記ショートスケジューリング間隔の長さと、前記上
りリンクのショートスケジューリング間隔における基準信号の位置及び長さを示す、前記
受信することと、
　受信した前記制御情報メッセージに従い、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔で前記基準信号を送信すること（３２０）と、を含む方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、
　前記上りリンクスケジューリング情報は、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔における前記基準信号及びデータの両方についての位置及び長さを含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の方法であって、
　前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに特定である、方法。
【請求項１４】
　無線デバイス（４５０）であって、
　上りリンクで信号を送信するため、無線通信ネットワークのネットワークノードから制
御情報メッセージを受信する手段であって、前記無線デバイスにより使用される上りリン
ク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義し、前記無線デバイス
は、上りリンクにおいて、ショートスケジューリング間隔でスケジューリングされ、各シ
ョートスケジューリング間隔は、サブフレームより時間的に短く、かつ、少なくとも１シ
ンボル期間を含み、前記制御情報メッセージは、ショートスケジューリング間隔のためで
あり、前記無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を有し、前記
上りリンクスケジューリング情報は、前記ショートスケジューリング間隔の長さと、前記
上りリンクのショートスケジューリング間隔における基準信号の位置及び長さを示す、前
記受信する手段と、
　受信した前記制御情報メッセージに従い、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔において、前記基準信号を送信する手段と、を備えている無線デバイス。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の無線デバイス（４５０）であって、
　前記上りリンクスケジューリング情報は、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔における前記基準信号及びデータの両方についての位置及び長さを含む、無線デバイ
ス。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５に記載の無線デバイス（４５０）であって、
　前記制御情報メッセージは、前記無線デバイスに特定である、無線デバイス。
【請求項１７】
　上りリンクにおいて信号を送信するための、無線通信ネットワークの無線デバイスによ
る動作のためのコンピュータプログラム（９１）であって、
　前記無線デバイスにより使用される上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される
送信サブフレームを定義し、前記無線デバイスは、上りリンクにおいて、ショートスケジ
ューリング間隔でスケジューリングされ、各ショートスケジューリング間隔は、サブフレ
ームより時間的に短く、かつ、少なくとも１つのシンボル期間を含み、前記コンピュータ
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プログラムは、コンピュータプログラムコードを有し、前記コンピュータプログラムコー
ドは、前記無線デバイスで実行されると、前記無線デバイスに、
　ショートスケジューリング間隔のために前記無線通信ネットワークのネットワークノー
ドから制御情報メッセージを受信させることであって、前記制御情報メッセージは、前記
無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、前記上りリンク
スケジューリング情報は、前記ショートスケジューリング間隔の長さと、前記上りリンク
のショートスケジューリング間隔における基準信号の位置及び長さを示す、前記受信させ
ることと、
　受信した前記制御情報メッセージに従い、前記上りリンクのショートスケジューリング
間隔で前記基準信号を送信させることと、を実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のコンピュータプログラム（９１）を有するコンピュータ可読記憶媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信ネットワークの上りリンクのスケジューリングに関し、より詳しく
は、ネットワークノードがショートＴＴＩ（送信時間間隔）スケジューリング間隔を適用
する際のスケジューリングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パケットデータの遅延は、ベンダ、オペレータ及びエンドユーザが、（速度テストアプ
リケーションにより）定期的に測定するパフォーマンスメトリックの１つである。遅延測
定は、新しいソフトウェアリリース又は新しいシステム部品を検証するとき、システムを
配置するとき、システムが商用動作に入るときといった、無線アクセスネットワークシス
テムのライフタイムの総てのフェーズにおいて行われる。
【０００３】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）の設計の指針となる１つのパフォーマンスメ
トリックは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）により定義される、以
前の無線アクセス技術（ＲＡＴ）より良い遅延である。現在、エンドユーザにより、ＬＴ
Ｅは、前の世代の移動無線技術より速いインターネットアクセスと、より低いデータ遅延
を提供するシステムとして認識されている。
【０００４】
　パケットデータ遅延は、システムの知覚される応答性のためのみならず、システムのス
ループットに間接的に影響するパラメータとして重要である。ハイパーテキストトランス
ポートプロトコル／トランスポート制御プロトコル（ＨＴＴＰ／ＴＣＰ）は、今日のイン
ターネットで使用されている支配的なアプリケーション、かつ、転送レイヤプロトコル群
である。ＨＴＴＰアーカイブ、ｈｔｔｐ：／／ｈｔｔｐａｒｃｈｉｖｅ．ｏｒｇ／ｔｒｅ
ｎｄｓ．ｐｈｐによると、インターネット上のＨＴＴＰに基づくトランザクションの典型
的なサイズは、数十キロバイトから１メガバイトである。この範囲のサイズにおいて、Ｔ
ＣＰスロー開始期間は、パケットストリームの全転送期間の大部分となる。ＴＣＰスロー
開始の間、未確認であり得る、つまり、送信されたが確認されていないトラフィック量を
定義する"輻輳制御ウィンドウ"がＴＣＰにより使用され、パケット遅延は、どれだけ速く
輻輳制御ウィンドウを最適化できるかにより制限される。よって、遅延を改良することで
、ＴＣＰに基づくデータトランザクションといったタイプの平均スループットは改良され
る。
【０００５】
　一般的に、遅延減少は、無線リソース効率に望ましい影響を与える。より低いパケット
データ遅延は、所定の遅延範囲内で送信可能な数を増加させ、よって、より高いブロック
誤り率（ＢＬＥＲ）ターゲットを使用することで、自由な無線リソースを増加させ、潜在
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的にシステム容量を改良することができる。
【０００６】
　ここで、"スケジューリング間隔"は、リソースをスケジューリングする際に割り当てら
れる時間の最小ユニットである。ＬＴＥにおいて、スケジューリング間隔は、送信時間間
隔（ＴＴＩ）として参照される。パケット遅延減少について取り組むべき１つの領域は、
ＴＴＩの長さの対処による、データ及び制御シグナリングの転送時間の減少である。ＬＴ
Ｅリリース８において、ＴＴＩは、１ミリ秒の長さの１つのサブフレーム（ＳＦ）に対応
する。１ミリ秒のＴＴＩは、通常のサイクリックプレフィクス（ＣＰ）の場合には、１４
ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）又はＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリア周波数分割多重
アクセス）シンボルで構成され、拡張ＣＰの場合には、１２ＯＦＤＭ又はＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルで構成される。ＬＴＥリリース１３において、３ＧＰＰは、ＬＴＥリリース８の
ＴＴＩより大変短いＴＴＩでの送信の利用を研究している。
【０００７】
　この開示において、ショートＴＴＩとしても参照されるサブ－サブフレーム（ＳＳＦ）
の概念を導入することにより、ＴＴＩは、リリース８のＴＴＩと比較して短くされ得るこ
とが想定される。これらのより短いＴＴＩ又はｓＴＴＩ（ＳＳＦとも知られる）は、任意
の時間期間を有するものとして決定され、１ミリ秒のＳＦ内の複数のＯＦＤＭ又はＳＣ－
ＦＤＭＡシンボル上のリソースを有する。一例として、ＳＳＦの期間は、０．５ミリ秒で
あり、通常のＣＰの場合には、７ＯＦＤＭ又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを有する。
【０００８】
　上りスケジューリンググラント
　既存の物理レイヤ下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：物理下りリンク制御チャネル
）及び拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）は、スケジューリング決定及び電力制御コマンド
の様な下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送するために使用されている。ＰＤＣＣＨ及び
ｅＰＤＣＣＨの両方は、１ミリ秒のサブフレーム（ＳＦ）毎に一度送信される。この開示
を通じ、ショートＰＤＣＣＨ（ｓＰＤＣＣＨ）は、各ＳＳＦに一度送信される下りリンク
の物理制御チャネルを示すものとして使用される。同様に、ショート物理下りリンク共用
チャネル（ｓＰＤＳＣＨ）及びショート物理上りリンク共用チャネル（ｓＰＵＳＣＨ）は
、それぞれ、各ＳＳＦに一度送信される下りリンク及び上りリンクの物理共用チャネルを
示すものとして使用される。
【０００９】
　現在、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１２（リリース１０）　Ｖ１２．６．０のセクション５
．３．３．１に規定されている様に、上りリンク及び下りリンクリソース割当のために、
複数の異なる下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットが存在する。上りスケジューリ
ンググラントは、ＤＣＩフォーマット０又はＤＣＩフォーマット４を使用する。後者のＤ
ＣＩフォーマット４は、上りリンク空間多重をサポートするためにリリース１０で追加さ
れたものである。
【００１０】
　一般的に、上りリンク（ＵＬ）スケジューリンググラントのためのＤＣＩは、以下のも
のを含む。
・リソース割り当て情報
　　・キャリアインジケータ
　　・リソース割り当てタイプ
　　・リソースブロック割り当て 
・ＲＳ及びデータに関する情報
　　・変調及び符号化法（ＭＣＳ）
　　・新たなデータインジケータ
　　・上りリンクの復調基準信号（ＤＭＲＳ）のサイクリックシフト
　　・プリコーディング情報
　　・送信電力制御
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・他の情報
　　・サウンディング基準信号（ＳＲＳ）要求
　　・チャネル状態情報（ＣＳＩ）要求
　　・ＵＬインデクス（時分割複信（ＴＤＤ）のため）
　　・ＤＣＩフォーマット０／１Ａの表示（ＤＣＩフォーマット０及び１Ａのみ）
　　・パディング
　　・端末の無線ネットワークテンポラリ識別子（ＲＮＴＩ）でスクランブルされたサイ
クリックリダンダンシーチェック（ＣＲＣ）
【００１１】
　ＳＳＦ長の動的切替
　上述した様に、遅延を減少させる１つの方法は、ＴＴＩを減少させることである。１ミ
リ秒の時間期間、つまり、１サブフレームでリソースを割り当てる代わりに、リソースは
、例えば、ＳＳＦといった１サブフレームより短い期間で割り当てられ得る。より短い期
間、又は、ＳＳＦは、例えば、ＯＦＤＭ又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数で定義され得る
。これは、その様なより短いスケジューリング割り当てを示すことを可能にする、ＵＥ（
ユーザ装置）に特定の制御シグナリングの必要性を暗示する。
【００１２】
　さらに、従来の１ミリ秒のＴＴＩとより短いＴＴＩとの切り替えや、より短い異なるＴ
ＴＩ間の切り替えといった、異なるＴＴＩ又はＳＳＦ期間を動的に切り替えることができ
ることも必要である。より短いＴＴＩは、高いオーバヘッド、及び／又は、復調能力の低
下をもたらすので、スペクトラル効率を適切にすることが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　既存アプローチの潜在的な問題
　既存動作、例えば、フレーム構造及び制御シグナリングは、割り当て帯域幅内でのみ変
化できる、１ミリ秒の固定長サブフレームでのデータ割り当てのために設計されている。
特に、現在のＤＣＩは、全サブフレームのリソース割り当てを定義している。
【００１４】
　上述した問題の幾つかに取り組み、上りリンク送信のためにｓＴＴＩ期間を動的に構成
することを可能にする解決策を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の態様によると、本目的及び他の目的は、ｅＮｏｄｅＢの様なネットワークノー
ドが実行する方法と、ユーザ装置（ＵＥ）の様な無線デバイスが実行する方法により達成
される。さらに、方法を実行する様に構成されるネットワークノード及び無線デバイスが
提供される。更なる態様によると、目的は、コンピュータプログラム及びコンピュータプ
ログラム製品により達成される。
【００１６】
　第１態様によると、上りリンクにおいて無線デバイスをスケジューリングするために、
無線通信ネットワークのネットワークノードにより実行される方法が提示される。上りリ
ンク信号構造は、無線デバイス及びネットワークノードに使用される様に構成され、上り
リンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義する。ネットワー
クノードは、ショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）スケジューリング間隔を適用し、各ｓＴ
ＴＩは、サブフレームより時間的に短く、各ｓＴＴＩは、少なくとも１シンボル期間を有
する。方法は、ｓＴＴＩスケジューリング間隔のために無線デバイスに制御情報メッセー
ジを送信することを含み、制御情報メッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリ
ンクスケジューリング情報を含み、上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクｓＴ
ＴＩにおける基準信号及びデータの少なくとも１つの位置及び長さを示す。
【００１７】
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　第２態様によると、無線通信ネットワークで動作する様に構成され、シンボル期間に分
割される送信サブフレームを定義する上りリンク信号構造を使用する様に構成されたネッ
トワークノードが提示される。ネットワークノードは、上りリンクにおいて無線デバイス
をスケジューリングし、ショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）スケジューリング間隔を適用
する様に構成される。各ｓＴＴＩは、サブフレームより時間的に短く、各ｓＴＴＩは、少
なくとも１シンボル期間を有する。ネットワークノードは、プロセッサと、命令を格納す
るメモリと、を有し、命令がプロセッサにより実行されると、ｓＴＴＩスケジューリング
間隔のために無線デバイスに向けて制御情報メッセージをネットワークノードに送信させ
、制御情報メッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情
報を含み、上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおける基準信号及
びデータの少なくとも１つの位置及び長さを示す。
【００１８】
　第３態様によると、上りリンクにおいて無線デバイスをスケジューリングするため、無
線通信ネットワークのネットワークノードにより制御情報メッセージを送信する手段を有
する、ネットワークノードが提供される。上りリンク信号構造は、無線デバイス及びネッ
トワークノードに使用される様に構成される。送信サブフレームを定義する上りリンク信
号構造は、シンボル期間に分割され、ネットワークノードは、ショート送信時間間隔（ｓ
ＴＴＩ）スケジューリング間隔を適用する。各ｓＴＴＩは、サブフレームより時間的に短
く、各ｓＴＴＩは、少なくとも１シンボル期間を有する。制御情報メッセージは、ｓＴＴ
Ｉスケジューリング間隔のために無線デバイスに送信される様に構成される。制御情報メ
ッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、上
りリンクスケジューリング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおける基準信号及びデータの少
なくとも１つの位置及び長さを示す。
【００１９】
　第４態様によると、無線通信ネットワークのネットワークノードの動作のためのコンピ
ュータプログラムが提示される。ネットワークノード及び無線デバイスは、シンボル期間
に分割される送信サブフレームを定義する上りリンク信号構造を使用する様に構成され、
上りリンクにおいて無線デバイスをスケジューリングする様に構成され、ショート送信時
間間隔（ｓＴＴＩ）スケジューリング間隔を適用する様に構成される。各ｓＴＴＩは、サ
ブフレームより時間的に短く、各ｓＴＴＩは、少なくとも１シンボル期間を有する。コン
ピュータプログラムは、コンピュータプログラムコードを有し、コンピュータプログラム
コードは、ネットワークノードで実行されると、ｓＴＴＩスケジューリング間隔のために
無線デバイスに向けて制御情報メッセージをネットワークノードに送信させ、制御情報メ
ッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、上
りリンクスケジューリング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおける基準信号及びデータの少
なくとも１つの位置及び長さを示す。
【００２０】
　第５態様によると、第４態様によるコンピュータプログラムと、コンピュータプログラ
ムが格納されたコンピュータ可読手段と、を有するコンピュータプログラム製品が提示さ
れる。
【００２１】
　第６態様によると、上りリンクで信号を送信するため、無線通信ネットワークの無線デ
バイスにより実行される方法が提示される。無線デバイスにより使用される上りリンク信
号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義する。無線デバイスは、上
りリンクにおいて、ショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）スケジューリング間隔でスケジュ
ーリングされる。各ｓＴＴＩは、サブフレームより時間的に短く、各ｓＴＴＩは、少なく
とも１シンボル期間を有する。方法は、ｓＴＴＩスケジューリング間隔のために無線通信
ネットワークのネットワークノードから制御情報メッセージを受信することであって、制
御情報メッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を
含み、上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおける基準信号及びデ
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ータの少なくとも１つの位置及び長さを示す、前記受信することと、受信した制御情報メ
ッセージに従い、上りリンクｓＴＴＩにおいて、基準信号及びデータの少なくとも１つを
送信さすることと、を含む。
【００２２】
　第７態様によると、無線通信ネットワークでの動作のために構成された無線デバイスが
提示される。無線デバイスは、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義する上
りリンク信号構造を使用する様に構成され、上りリンクにおいて、ショート送信時間間隔
（ｓＴＴＩ）スケジューリング間隔でスケジューリングされる様に構成される。各ｓＴＴ
Ｉは、サブフレームより時間的に短く、各ｓＴＴＩは、少なくとも１シンボル期間を有す
る。無線デバイスは、プロセッサと、命令を格納するメモリと、を有し、命令がプロセッ
サにより実行されると、ｓＴＴＩ間隔のために無線通信ネットワークのネットワークノー
ドから制御情報メッセージを無線デバイスに受信させ、制御情報メッセージは、無線デバ
イスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、上りリンクスケジューリ
ング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおける基準信号及びデータの少なくとも１つの位置及
び長さを示し、受信した制御情報メッセージに従い、上りリンクｓＴＴＩにおいて、基準
信号及びデータの少なくとも１つを無線デバイスに送信させる。
【００２３】
　第８態様によると、上りリンクで信号を送信するため、無線通信ネットワークのネット
ワークノードから制御情報メッセージを受信する手段を含む無線デバイスが提示される。
無線デバイスにより使用される上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サ
ブフレームを定義し、無線デバイスは、上りリンクにおいて、ショート送信時間間隔（ｓ
ＴＴＩ）スケジューリング間隔でスケジューリングされる。各ｓＴＴＩは、サブフレーム
より時間的に短く、各ｓＴＴＩは、少なくとも１シンボル期間を有する。制御情報メッセ
ージは、ｓＴＴＩ間隔のためであり、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジュ
ーリング情報を有する。上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおけ
る基準信号及びデータの少なくとも１つの位置及び長さを示す。無線デバイスは、受信し
た制御情報メッセージにしたがい、上りリンクｓＴＴＩにおいて、基準信号及びデータの
少なくとも１つを送信する手段も有する。
【００２４】
　第９態様によると、上りリンクで信号を送信するため、無線通信ネットワークの無線デ
バイスによる動作のためのコンピュータプログラムが提示される。無線デバイスにより使
用される上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義する
。無線デバイスは、上りリンクにおいて、ショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）スケジュー
リング間隔でスケジューリングされる。各ｓＴＴＩは、サブフレームより時間的に短く、
各ｓＴＴＩは、少なくとも１シンボル期間を有する。コンピュータプログラムは、コンピ
ュータプログラムコードを有し、コンピュータプログラムコードは、無線デバイスで実行
されると、ｓＴＴＩスケジューリング間隔のために無線通信ネットワークのネットワーク
ノードから制御情報メッセージを無線デバイスに受信させ、制御情報メッセージは、無線
デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を含み、上りリンクスケジュ
ーリング情報は、上りリンクｓＴＴＩにおける基準信号及びデータの少なくとも１つの位
置及び長さを示し、受信した制御情報メッセージに従い、上りリンクｓＴＴＩにおいて、
基準信号及びデータの少なくとも１つを無線デバイスに送信させる。
【００２５】
　第１０態様によると、第９態様によるコンピュータプログラムと、コンピュータプログ
ラムが格納されたコンピュータ可読手段と、を有するコンピュータプログラム製品が提示
される。 
【００２６】
　提示する様々な実施形態の結果としての多くの効果がある。
・ＳＳＦの自由で素早い構成
・ユーザデータ無しにＤＭＲＳの様な基準信号をスケジューリングし、かつ、送信できる
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可能性と、基準信号無しにユーザデータをスケジューリングし、かつ、送信できる可能性
・スロー共通グラント、つまり、周期的に割り当てるグラントと、結合された基準信号と
データファストグラントと、を持つことによる少ない制御シグナリングオーバヘッド
・１つのシンボルが制御情報で高負荷となる状態をさけるための、幾つかの下りリンクシ
ンボルに分散されるファストグラント
・結合された基準信号とデータグラントとを使用することによる、特殊なケースを処理す
るための複雑性の低下
【００２７】
　用語ｓＴＴＩ及びＳＳＦは、同じ概念及び等価物を参照している。よって、用語ＳＳＦ
が使用される場合、これは、ｓＴＴＩと置換でき、その逆も同様である。
【００２８】
　実施形態の他の目的、利点及び特徴について、図面を参照して以下に説明する。
【００２９】
　一般的に、請求の範囲で使用される総ての用語は、本明細書において明示的に定義しな
い限り、本技術分野の通常の意味に従い解釈される。要素、装置、部品、手段、ステップ
等への言及は、明示的に述べられない限り、オープン的に、要素、装置、部品、手段、ス
テップ等の少なくとも１つを参照しているものと解釈される。本開示の任意の方法のステ
ップは、明示的に述べられない限り、開示されているものと正確に同じ順序で実行される
必要はない。
【００３０】
　本発明の少なくとも１つの実施形態について、添付の図面を参照し、例示目的で説明を
行う。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本開示の実施形態が適用される環境を示す図。
【図２】種々の実施形態による、異なるｓＰＵＳＣＨのためのファスト上りリンクグラン
トの利用を示す図。
【図３】幾つかの実施形態によるネットワークノードでの方法を示すフローチャート。
【図４】幾つかの実施形態による無線デバイスでの方法を示すフローチャート。
【図５】一実施形態による図５の無線デバイスの機能モジュールを示す図。
【図６】ＧＰＳプリアンブルを含む低周波データ・ストリームの一部を示す図。
【図７】一実施形態による図５のネットワークノードの機能モジュールを示す図。
【図８】コンピュータ可読手段を有するコンピュータプログラム製品の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　本発明の特定の実施形態を示す添付の図面を参照して、以下では本発明の詳細について
説明する。しかしながら、本発明は、多くの異なるフォーマットで実現され、本発明は、
ここで述べる実施形態には限定されず、むしろ、これらの実施形態は、本開示を完全にし
、当業者に本発明の範囲を完全に伝えるための例として提示される。本開示を通じて、同
様の参照符号は、同様の構成要素を示す。
【００３３】
　以下において、特定の実施形態及び添付の図面を参照することで、異なる態様の詳細を
述べる。異なる実施形態の理解を提供するために、特定のシナリオ及び技術の様な、特定
の詳細が、限定ではなく説明のために設定される。しかしながら、これらの特定の詳細と
は異なる他の実施形態も存在する。
【００３４】
　図１は、本実施形態が適用される環境を示す図である。
【００３５】
　実施形態は、ＬＴＥで実現される通信ネットワーク８の例示的なシナリオに関する、制
限しない一般的な文脈で記載され、通信ネットワーク８において、ｅＮｏｄｅＢは、ＤＣ
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Ｉで上りリンクグラントを送信することにより、上りリンクにおいてＵＥのスケジューリ
ングを行う。しかしながら、実施形態は、同様の手順で上りリンクのスケジューリングを
行う任意のネットワーク技術に適用され得る。ＤＣＩは、任意タイプの制御情報であり、
ＤＭＲＳは、任意タイプの基準信号であり得る。さらに、ここで述べる例示的なシナリオ
において、ｅＮｏｄｅＢ及びＵＥは、ＯＦＤＭ又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに分割される
送信サブフレームを定義する信号構造を使用する。無線デバイス４５０は、上りリンクに
おいて、サブ－サブフレームスケジューリング間隔でスケジューリングされ、上りリンク
のサブ－サブフレームは、１つ以上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含む。しかしながら、実
施形態は、他のシンボル期間のシンボルに適用され得る。
【００３６】
　幾つかの実施形態において、より一般的な用語"ネットワークノード"４００が使用され
、それは、ＵＥ及び／又は他のネットワークノードと通信する、任意タイプの無線ネット
ワークノード、又は、任意タイプのネットワークノードに対応する。ネットワークノード
の例は、ＮｏｄｅＢ、基地局（ＢＳ）、マルチ標準無線（ＭＳＲ）ＢＳの様なＭＳＲ無線
ノード、ｅＮｏｄｅＢ、ネットワークコントローラ、無線ネットワークコントローラ（Ｒ
ＮＣ）、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、中継器、ドナーノード制御中継器、ベース送受
信機局（ＢＴＳ）、アクセスポイント（ＡＰ）、送信ポイント、送信ノード、分散アンテ
ナシステム（ＤＡＳ）のノード、コアネットワークノードである。
【００３７】
　無線ネットワークノード４００は、中央機能及びインターネットの様な広域ネットワー
ク７への接続性のため、コアネットワーク３にも接続される。
【００３８】
　幾つかの実施形態において、制限しない用語ＵＥ４５０が使用され、それは、セルラ又
は移動通信システムのネットワークノード及び／又は他のＵＥと通信する任意タイプの無
線デバイスを参照する。ＵＥの例は、ターゲットデバイス、デバイス・トゥ・デバイス（
Ｄ２Ｄ）ＵＥ、マシンタイプＵＥ若しくはマシン・トゥ・マシン（Ｍ２Ｍ）通信が可能な
ＵＥ、ＰＤＡ、ＰＡＤ、タブレット、移動端末、スマートフォン、ラップトップエンベデ
ィッドイクイップド（ＬＥＥ）、ラップトップに実装された装置（ＬＭＥ）、ＵＳＢドン
グル等である。
【００３９】
　ネットワークノード４００と無線デバイス４５０との間の無線インタフェース上で、下
りリンク（ＤＬ）通信４ａが、無線ネットワークノード１から無線デバイス２に生じ、上
りリンク（ＵＬ）通信４ｂが、無線デバイス２から無線ネットワークノード１に生じる。
各無線デバイス２への無線インタフェースの品質は、フェージング、マルチパス伝搬、干
渉等の影響により、時間及び無線デバイス２の位置に応じて変化する。
【００４０】
　ＳＳＦ構成をサポートする1つの方法は、ＰＤＣＣＨを使用するＳＳＦ制御のために新
たなＤＣＩフォーマットを定義することである。新たなＤＣＩフォーマットは、時間領域
の分割フィールドを導入することによりＳＳＦ構成をサポートするために定義され得る。
しかしながら、その様な新たなＤＣＩフォーマットがＰＤＣＣＨの使用に基づき設計され
ているのであれば、ＰＤＣＣＨは各サブフレームに一度だけ送信されるので、ＳＳＦスケ
ジューリング決定は、サブフレーム毎にのみ行われる。
【００４１】
　別の提案する解決策は、上りリンクグラントのためのＤＣＩフォーマットを２つの部分
に分割することである。1つの部分は、スローグラント又はスローＤＣＩとして参照され
、別の部分は、ファストグラント又はファストＤＣＩとして参照される。スローグラント
は、周波数リソース割り当て情報を含む。このスローグラントは、下りリンクのサブフレ
ームに基づき送信される。スローグラントは、無線デバイス又はＵＥ４５０のグループで
共通である。ファストグラントは、デバイス又はＵＥ個別であり、下りリンクのシンボル
に基づき送信される。この様に、ファストグラントは、異なるＳＳＦで異なり得る。上り
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リンク送信のためのＳＳＦ期間の動的構成は、ファストグラントで搬送される情報に基づ
き実行される。ファストグラント又はＤＣＩは、ｓＰＤＣＣＨ送信を使用して無線端末Ｕ
Ｅ４５０に搬送され得る。無線端末ＵＥ４５０は、異なるｓＰＤＣＣＨ候補リソースを監
視し、当該端末に向けられたｓＰＤＣＣＨ送信の複号を試みる。成功すると、ｓＰＤＣＣ
Ｈからのファストグラント又はＤＣＩは、（スローグラント又はＤＣＩと共に）ＵＥのた
めのｓＰＤＳＣＨ　ＤＬ割り当て又はｓＰＵＳＣＨ　ＵＬグラントを判定するために使用
され得る。上りリンク送信において、ＴＴＩ長を減少させるとき、各ＴＴＩで送信される
基準信号を伴う１つ以上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、オーバヘッドを増加させ、よって
、データレートを減少させる。
【００４２】
　別の解決策は、同じＵＥに対して近いときにＤＭＲＳ送信が生じていると、ｓＰＤＳＣ
ＨにＤＭＲＳを必ずしも含めないことである。この解決策において、下りリンクＳＳＦに
おけるＤＭＲＳの存在は、ｓＰＤＣＣＨでシグナリングされる。代わりに、ＵＥは、ＤＭ
ＲＳが存在する、或いは、ＤＭＲＳが存在しないとの２つの想定の下、送信信号をブライ
ンドで復号することを試みる。この解決策は、ｅＮｏｄｅＢが下りリンク送信をスケジュ
ーリングし、実際に下りリンク送信を行う場合に、下りリンク送信における基準信号を減
少させることに注目している。上りリンク送信において、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥが上りリ
ンク送信を行っている間に、送信をスケジューリングする。
【００４３】
　よって、別の解決策によると、各ｓＰＵＳＣＨのための個別の基準信号グラント及びデ
ータグラントを導入することにより、上りリンクのＳＳＦのためのフレキシブルなＤＭＲ
Ｓが可能になる。この方法は、ＳＳＦの自由かつ素早い再構成を可能にし、ＵＥがユーザ
データを送信すること無しにＤＭＲＳを送信することを可能にする。しかしながら、基準
信号及びデータのグラントを分離することは、制御シグナリングオーバヘッドを増加させ
る。さらに、異なるタイプのグラントをユーザが正しく検出できないといった特殊なケー
スを処理するための複雑さを増加させる。
【００４４】
　本開示の実施形態において、制御シグナリングオーバヘッド及び複雑さの増加は、ＲＳ
及びデータシンボルの位置及び長さと、ＳＳＦの長さを示す、ファスト上りリンクグラン
ト又はファストＤＣＩを使用することにより解決される。その様な、ファスト上りリンク
グラントは、ＳＳＦで送信されるｓＰＵＳＣＨの自由な構成を可能にする。さらに、ファ
スト上りリンクグラントは、スケジューリング間隔においてデータ送信無しでのＤＭＲＳ
送信をスケジューリングすることを可能にし、ＤＭＲＳ送信無しでのデータ送信をスケジ
ューリングすることを可能にする。
【００４５】
　提案するファスト上りリンクグラント
　提案するファスト上りリンクグラント又はファストＤＣＩは、下りリンクにおいてシン
ボル毎に送信され、ユーザ個別、つまり、各無線デバイス４５０に個別である。このファ
スト上りリンクグラントは、ｓＰＵＳＣＨのための基準信号及びデータ構成の両方に関す
る情報を含み得る。ファスト上りリンクグラントは、基準信号及びデータシンボル両方の
位置及び長さと、ＳＳＦの長さを示すことにより、ＳＳＦの自由な構成を可能にする。
【００４６】
　図２は、一実施形態による、通常のサイクリックプレフィクスの場合の、異なるＳＳＦ
長での異なるｓＰＵＳＣＨのための提案するファスト上りリンクグラント１６ａ～１６ｃ
の利用を示している。以下、ファストＤＣＩとしても参照されるファスト上りリンクグラ
ントを、簡略化のため、ファストグラントとしても参照する。図２の上側は下りリンク１
１を示し、下側は、上りリンク１４を示している。図２において、時間は、左から右に進
行し、上りリンク１４と下りリンク１１は同期している。各サブフレーム１２は、１４の
シンボル期間１３を有する。
【００４７】
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　上述した様に、各サブフレームのために、スローグラント１５ａ及び１５ｂが存在する
。さらに、図示する様に、１つ以上のＵＥのためにファストグラント１６ａ～１６ｄが存
在する。
【００４８】
　上りリンクを示す図２の下側において、下側に示す表は、上りリンク無線リソースのＵ
Ｅへの割り当てを示し、各セルは、１シンボルの送信を示している。文字"Ｒ"は、基準信
号の送信を示している。
【００４９】
　一実施形態において、ファストグラントは、ファストグラント送信から固定数後のシン
ボルにおいて有効である。他の方法において、制御情報メッセージ送信から定義されたシ
ンボル数後に開始するサブ－サブフレームで、ファストグラントのスケジューリング情報
を有効とすることである。この定義されたシンボル数は、ネットワーク及びＵＥに事前に
定義又は事前に構成しておくことができる。図２に示す実施形態において、ファストグラ
ントは、伝送後、４シンボル目で有効であると想定している。この様に、ＵＥ１～５のた
めのファストグラント１６ａは、ＳＦ０のシンボル１０で送信され、このグラントは、Ｓ
Ｆ１のシンボル０、つまり、ファストグラント送信後の４シンボル目で有効である。同様
に、ＵＥ６のファストグラントは、ＳＦ１のシンボル３で送信され、ＳＦ１のシンボル７
で有効である。ＵＥ７のファストグラントは、ＳＦ１のシンボル１０で送信され、ＳＦ２
のシンボル０で有効である。ＵＥ８のファストグラントは、ＳＦ１のシンボル１１で送信
され、ＳＦ２のシンボル１で有効である。ＵＥ９のファストグラントは、ＳＦ１のシンボ
ル１２で送信され、ＳＦ２のシンボル２で有効である。ＵＥ１０及び１１のファストグラ
ントは、ＳＦ１のシンボル１３で送信され、このグラントは、ＳＦ２のシンボル３で有効
である。
【００５０】
　別の実施形態において、ファストグラントが有効であるときを示す少しのビットをファ
ストグラントに追加する。
【００５１】
　ＳＳＦ構成の主要パラメータ
　以下では、ＳＳＦ構成の異なる例示的な実施形態１～６について説明する。あるＳＳＦ
の第１シンボルは、ファストグラントが有効であるときのシンボルとして定義される。
【００５２】
　例示的実施形態１
　最初の例示的実施形態において、ＳＳＦ構成は、以下の３つのパラメータで示される。
・ＤＭＲＳ位置（ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄ）：このパラメータは、ある上りリンク
ＳＳＦ内のＤＭＲＳの位置を特定する。ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄの値は、例えば、
｛１，２，３，４，５，６，７｝を含み、ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄ＝ｎは、ＤＭＲ
Ｓが、このＳＳＦのｎ番目のシンボルで送信されることを示している。一実施形態による
と、ＳＳＦ当たり２つ以上のＤＭＲＳシンボルを特定することが必要である場合、さらな
るビットがパラメータに追加される。
・データシンボル開始位置（ｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ）：このパラメータは、データシン
ボルの開始位置を示している。ｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘの値は、例えば、｛１，２，３，
４，５，６，７｝を含み、ｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ＝ｎは、データ送信が、このＳＳＦの
ｎ番目のシンボルから開始されることを示している。
・データ長（ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ）：このパラメータは、ＳＳＦのデータ部の長さを示して
いる。より詳しくは、ｄ＿ｌｅｎｇｔｈの値は、この上りリンクデータ送信に割り当てら
れた時間領域でのシンボル数を示している。ｄ＿ｌｅｎｇｔｈの値は、｛０，１，２，３
，４，５，６，１３｝を含み得る。
【００５３】
　表１は、図２に示す異なるＵＥのための３つのパラメータの対応する値を示している。
【００５４】
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【表１】

【００５５】
　一実施形態において、ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ＝０は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳのみがス
ケジューリングされていることを示すために使用される。代わりに、０以外の予め定義し
たｄ＿ｌｅｎｇｔｈの値を、この目的のために使用することができる。他の実施形態にお
いて、ｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ＝０は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳのみがスケジューリ
ングされていることを示すために使用される。代わりに、０以外の予め定義したｄ＿ｓｔ
ａｒｔ＿ｉｄｘの値を、この目的のために使用することができる。さらに他の実施形態に
おいて、ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄ＝０は、このＳＳＦにおいて基準信号が送信され
ないことを示すために使用される。代わりに、０以外の予め定義したｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉ
ｏｎ＿ｉｄの値を、この目的のために使用することができる。これは、基準信号が以前の
ＳＳＦで送信され、チャネル変動が小さく、以前のＳＳＦによるチャネル推定が現在のＳ
ＳＦで使用できる場合に有効であり得る。さらに他の実施形態において、ＳＳＦ当たり２
以上のＤＭＲＳシンボルを指定できるように、ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄの２つ以上
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の値が提供される。
【００５６】
　例示的実施形態２
　例示的実施形態２において、ＳＳＦ構成は、３つのパラメータ、つまり、ＤＭＲＳ位置
（ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄ）、データ長（ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ）、ＤＭＲＳのサイク
リックシフトインデクスで示される。最初の２つのパラメータは、実施形態１と同じであ
る。しかしながら、本実施形態において、ＳＳＦにおけるデータシンボルの開始位置（ｄ
＿ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ）は、ＤＭＲＳのサイクリックシフトインデクスにより示される。
表２は、データシンボルの開始位置と、サイクリックシフトインデクスとのマッピング例
を示している。ここで、ｄ＿ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ＝ｎは、データ送信が、このＳＳＦのｎ
番目のシンボルから開始されることを暗示している。
【００５７】
【表２】

【００５８】
　一実施形態において、ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ＝０は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳのみがス
ケジューリングされていることを示すために使用される。代わりに、０以外の予め定義し
たｄ＿ｌｅｎｇｔｈの値を、この目的のために使用することができる。他の実施形態にお
いて、ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｉｄ＝０は、このＳＳＦにおいて基準信号が送信されな
いことを示すために使用される。代わりに、０以外の予め定義したｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏ
ｎ＿ｉｄの値を、この目的のために使用することができる。さらに他の実施形態において
、ＳＳＦ当たり２以上のＤＭＲＳシンボルを指定できるように、ｒｓ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ
＿ｉｄの２つ以上の値が提供される。
【００５９】
　例示的実施形態３
　実施形態３において、ＳＳＦ構成は、以下の３つのパラメータで示される。
・時間オフセット（ｔｉｍｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＞０）：タイムオフセットは、ＳＳＦの最初
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のシンボルとターゲットシンボル位置（つまり、データシンボルの開始位置又はＤＭＲＳ
の位置）との間のシンボル数を示す。
・シフトフラグ（ｓｈｉｆｔ＿ｆｌａｇ）：このパラメータは、時間オフセットがデータ
シンボルに適用されているか、或いは、ＤＭＲＳに適用されているかを示している。例え
ば、ｓｈｉｆｔ＿ｆｌａｇ＝０であると、時間オフセットがデータシンボルに適用され、
ＤＭＲＳはＳＳＦの第１シンボルにあり、ｓｈｉｆｔ＿ｆｌａｇ＝１であると、時間オフ
セットがＤＭＲＳに適用され、データシンボルは、ＳＳＦの第１シンボルから開始される
。しかしながら、シフトフラグは、反対の方法で、つまり、時間オフセットがＤＭＲＳに
適用されていることを、ｓｈｉｆｔ＿ｆｌａｇ＝０で示すことができる。
・データ長（ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ）：例示的実施形態１で定義したのと同様。
【００６０】
【表３】

【００６１】
　表３は、図２に示す異なるＵＥのための、ｔｉｍｅ＿ｏｆｆｓｅｔｓｈｉｆｔ＿ｆｌａ



(16) JP 6596155 B2 2019.10.23

10

20

ｇ、ｄ＿ｌｅｎｇｔｈの対応する値を示している。一実施形態において、ｄ＿ｌｅｎｇｔ
ｈ＝０は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳのみがスケジューリングされていることを示すた
めに使用される。他の実施形態において、ｔｉｍｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＝０及びｓｈｉｆｔ＿
ｆｌａｇ＝０は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳのみがスケジューリングされていることを
示すために使用される。さらに他の実施形態において、ｔｉｍｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＝０及び
ｓｈｉｆｔ＿ｆｌａｇ＝１は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳが送信されないことを示すた
めに使用される。さらに他の実施形態において、ＴＴＩ当たり２以上の基準信号を指定で
きるように、ｔｉｍｅ＿ｏｆｆｓｅｔの２つ以上の値が提供される。
【００６２】
　例示的実施形態４
　例示的実施形態４において、ＳＳＦ構成は、開始位置（ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ）及びデー
タ長（ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ）の２つのパラメータで示される。
・開始位置（ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ）：このパラメータは、ある上りリンクＳＳＦ内のデー
タシンボルの開始位置及びＤＭＲＳシンボルの開始位置を示している。より詳しくは、Ｓ
ＳＦの開示時にデータシンボルが送信されるか、ＤＭＲＳシンボルが送信されるかが、ｓ
ｔａｒｔ＿ｉｄｘの値の符号により決定される。
・ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ＜０であると、
　　・ＳＳＦの最初のシンボルでデータが開始する。ファストグラントが有効であるとき
、ＳＳＦの最初のシンボルは、シンボルとして定義される。
　　・ＤＭＲＳは、ＳＳＦの最初のシンボル後、｜ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ｜シンボルで送信
される。ここで、｜ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ｜は、ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘの絶対値である。
・ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ＞０であると、
　　・ＤＭＲＳは、ＳＳＦの最初のシンボルで送信される。
　　・データは、ＳＳＦのシンボルｓｔａｒｔ＿ｉｄｘで開始する。
【００６３】
　表４は、ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘの３ビットマッピングの例を示している。
【００６４】
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【００６５】
　データ長（ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ）：実施形態１で定義したのと同様。
【００６６】
　表５は、図２に示す異なるＵＥのための、ｓｔａｒｔ＿ｉｄｘ、ｄ＿ｌｅｎｇｔｈの対
応する値を示している。
【００６７】
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【表５】

【００６８】
　一実施形態において、ＴＴＩ当たり２以上の基準信号を指定できるように、ｓｔａｒｔ
＿ｉｄｘの２つ以上の値が提供される。さらに他の実施形態において、ｓｔａｒｔ＿ｉｄ
ｘの１つの値は、このＴＴＩにおいて基準信号が送信されないことを示すために使用され
る。これは、基準信号が既に以前のＴＴＩで送信され、チャネル変動が小さく、以前のＴ
ＴＩによるチャネル推定が現在のＴＴＩで使用できる場合に有効であり得る。さらに他の
実施形態において、ｄ＿ｌｅｎｇｔｈ＝０は、このＳＳＦにおいてＤＭＲＳのみがスケジ
ューリングされていることを示すために使用される。さらなる実施形態において、パラメ
ータｄ＿ｌｅｎｇｔｈは、ＳＳＦの長さを示すＳＳＦ＿ｌｅｎｇｔｈに置き換えられ得る
。この実施形態は、ここで開示する他の総ての実施形態と組み合わせることができる。
【００６９】
　例示的実施形態５
　実施形態５において、ＳＳＦ構成は、少数の制御情報ビットでＳＳＦ構成のサブセット
をサポートするための１つのパラメータ（ＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄｘ）で示される。
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表６は、ＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄｘ（３つの制御情報ビット）の値と、ＳＳＦ構成と
のマッピング例を示している。
【００７０】
【表６】

【００７１】
　表６によると、図２のＵＥ１、６、１０、１２及び１３のためのＳＳＦ構成は、それぞ
れ、ＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄｘ２、７、２、６、２、２によりサポートされ得る。Ｕ
Ｅ２－５と、７－９の構成は、例えば、ＵＥ２については、ＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄ
１及び０といった、２つのグラントを送信することにより処理され得る。より多くのケー
スをサポートするために、ＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄフィールドに多くのビットを追加
することができる。
【００７２】
　例示的実施形態６
　他の実施形態において、データシンボル及びＤＭＲＳシンボルの両方を示すために、ダ
イレクトビットマップが使用される。つまり、フィールドまたはビットマップが、直接、
グラントに関するシンボル数と、基準信号及び／又はデータにどのシンボルが割り当てら
れたかを示す。以下のサブ実施形態が可能である。
【００７３】
　例示的実施形態６ａ
　割り当て開始は、上述した様に、どこでＤＣＩが送信されたかに関連して固定的であり
、複数のビットにより、割り当てられた全シンボル数が示される。一例において、値１が
データシンボルを示し、０がＤＭＲＳを示す。表７は、３シンボル長のＳＳＦを割り当て
る例を示している。典型的に、１つのＤＭＲＳ割り当てと、１つ以上のデータ割り当てが
あり得る。しかしながら、システム要求に応じて、例えば、信頼性の目的で、必要に応じ
て２以上のＤＭＲＳをスケジューリングする実施形態も可能である。特別なケースでは、
他の予め定義された割り当てを有し、表は、ＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄｘ＝０００の１
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つの例を示している。
【００７４】
【表７】

【００７５】
　例示的実施形態６ｂ
　例示的実施形態６ｂは、例示的実施形態６ａと例示的実施形態５の組み合わせである。
ビットマップに対応するビットストリーム又は数であるＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄｘが
ある。これは、ビットマップのサブセットのみを示すことを可能にする。表８は、２ビッ
トで示される３つのＳＳＦの例示的な長さでこのオプションを示している。
【００７６】
【表８】

【００７７】
　例示的実施形態６ｃ
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　例示的実施形態６ｃにおいて、ＳＳＦ割り当ては変化し、ビットマップのビット数は、
最も長い可能な割り当てを示している。割り当ては、ビットマップのビットにより示され
るときに開始し、予め定義されたルールが、ＤＭＲＳが送信される場所を示している。ビ
ットマップのビット値１は、データ又はＤＭＲＳが割り当てられていることを示し、ビッ
ト値０は、割り当てがないことを示している。各割り当てにおけるＤＭＲＳの位置は、予
め定義される。固定又は予め定義されたＤＭＲＳ位置の例は、ＤＭＲＳは常に最初又はｎ
番目のシンボルで送信される、ＤＭＲＳは、従来のサブフレームの予め定義された固定位
置である、ＤＭＲＳに予め割り当てられたシンボルに対応するビット値が１であると、Ｕ
ＥはそのシンボルでＤＭＲＳを送信する。表９は、個別のＳＳＦ＿ｃｏｎｆｉｇ＿ｉｄｘ
及びビットマップを使用するこの例示的な実施形態を示すが、ダイレクトビットマップも
同様に使用され得る。表９の例において、ＤＭＲＳは、常に、最初のシンボルで送信され
ることが想定されている。
【００７８】
【表９】

【００７９】
　方法の例示的な実装
　図３は、上りリンクにおいて無線デバイス４５０をスケジューリングするために、無線
通信ネットワークのネットワークノード４００により実行される方法の一実施形態を示す
フローチャートである。無線デバイス及びネットワークノードにより使用される上りリン
ク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義する。ネットワークノ
ードは、サブ－サブフレーム（つまり、ｓＴＴＩ）スケジューリング間隔を適用し、サブ
－サブフレームは、少なくとも1つのシンボル期間を含む。各サブ－サブフレームは、サ
ブフレームより短い。
【００８０】
　制御情報メッセージ送信ステップ２１０において、ネットワークノードは、サブ－サブ
フレームスケジューリング間隔のための制御情報メッセージを無線デバイスに送信する。
制御情報メッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報
を有する。上述した実施形態１から６で詳細を述べた様に、上りリンクスケジューリング
情報は、上りリンクサブ－サブフレームの基準信号及びデータの少なくとも１つの位置及
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び長さを示す。
【００８１】
　一実施形態において、制御情報メッセージは、上りリンクサブ－サブフレームの各基準
信号及びデータの位置及び長さを示す。
【００８２】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクサブ－サブフレ
ームの長さも示す。
【００８３】
　制御情報メッセージは、無線デバイス固有であり得る。言い換えると、各無線デバイス
は、自身の制御情報メッセージを受信できる。
【００８４】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、例えば、上述した実施形態
５及び６に従い、基準信号の位置及び長さのみを示す。
【００８５】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、例えば、上述した実施形態
５及び６に従い、複数の基準信号の位置及び長さを示す。
【００８６】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、例えば、上述した実施形態
５及び６に従い、データの位置及び長さのみを示す。言い換えると、基準信号は、特定の
上りリンクスケジューリング情報において割り当てられない。
【００８７】
　オプションである、基準信号及びデータの少なくとも１つを受信するステップ２２０に
おいて、ネットワークノードは、送信された制御情報メッセージに従い、無線デバイスか
ら上りリンクサブ－サブフレームで基準信号及びデータの少なくとも１つを受信する。
【００８８】
　基準信号及びデータの少なくとも１つは、ショート物理上りリンク共用チャネル（ｓＰ
ＵＳＣＨ）又はショート物理上りリンク制御チャネル（ｓＰＵＣＣＨ）で受信され得る。
【００８９】
　上述した様に、通信ネットワークは、３ＧＰＰ標準に従い、ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）ネットワーク又はＬＴＥアドバンスドネットワークとして構成され得る。
その様な場合、基準信号は、復調基準シンボル（ＤＭＲＳ）を含む。
【００９０】
　図４は、上りリンクで信号を送信するため、無線通信ネットワークの無線デバイス４５
０により実行される方法の一実施形態のフローチャートを示している。無線デバイスによ
り使用される上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信サブフレームを定義
する。無線デバイスは、上りリンクにおいて、サブ－サブフレーム（つまりｓＴＴＩ）ス
ケジューリング間隔でスケジューリングされる。サブ－サブフレームは、少なくとも1つ
のシンボル期間を含む。各サブ－サブフレームは、サブフレームより短い。
【００９１】
　制御情報メッセージを受信するステップ３１０において、サブ－サブフレームスケジュ
ーリング間隔についての制御情報メッセージをネットワークノードから受信する。制御情
報メッセージは、無線デバイスに割り当てられた上りリンクスケジューリング情報を有す
る。上述した実施形態１から６で詳細を述べた様に、上りリンクスケジューリング情報は
、上りリンクサブ－サブフレームの基準信号及びデータの少なくとも１つの位置及び長さ
を示す。
【００９２】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクサブ－サブフレ
ームの各基準信号及びデータの位置及び長さを示す。
【００９３】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクサブ－サブフレ
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ームの長さも示す。
【００９４】
　制御情報メッセージは、無線デバイス固有であり得る。言い換えると、各無線デバイス
は、自身の制御情報メッセージを受信できる。
【００９５】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、例えば、上述した実施形態
５及び６に従い、基準信号の位置及び長さのみを示す。
【００９６】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、例えば、上述した実施形態
５及び６に従い、複数の基準信号の位置及び長さを示す。
【００９７】
　一実施形態において、上りリンクスケジューリング情報は、例えば、上述した実施形態
５及び６に従い、データの位置及び長さのみを示す。言い換えると、基準信号は、特定の
上りリンクスケジューリング情報において割り当てられない。
【００９８】
　方法は、基準信号及びデータの少なくとも１つを送信するステップ３２０も含み、ステ
ップ３２０において、無線デバイスは、受信した制御情報メッセージに従い、上りリンク
サブ－サブフレームで基準信号及びデータの少なくとも１つを送信する。
【００９９】
　基準信号及びデータの少なくとも１つは、ショート物理上りリンク共用チャネル（ｓＰ
ＵＳＣＨ）又はショート物理上りリンク制御チャネル（ｓＰＵＣＣＨ）で送信され得る。
【０１００】
　上述した様に、通信ネットワークは、３ＧＰＰ標準に従い、ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）ネットワーク又はＬＴＥアドバンスドネットワークとして構成され得る。
その様な場合、基準信号は、復調基準シンボル（ＤＭＲＳ）を含む。
【０１０１】
　図３及び図４の方法の実施形態を用いることで、ｓＴＴＩでのデータを割り当て方の多
大な自由度が達成される。この自由度は、任意の適切な構成で任意のデータ及び／又は基
準信号の割り当てを可能にする。さらに、シグナリングが大変効率的な方法で提供される
。
【０１０２】
　無線デバイス及びネットワークノードの例示的な実装
　図５は、特定の実施形態におけるネットワークノード４００及び無線デバイス４５０の
ブロック図である。ここで、無線デバイス４５０は、ネットワークノード４００と通信し
ている。
【０１０３】
　ネットワークノード４００は、無線デバイスと通信するための通信インタフェース回路
４０３を含む。ネットワークノードがｅＮｏｄｅＢであると、通信インタフェース回路は
、同じ又は異なる送信／受信アンテナにアンテナポートを介して接続され得る送受信機回
路を含み得る。ネットワークノードは、メモリ４０２に接続されるプロセッサ回路４０１
を含み得る制御回路も含む。制御回路は、例えば、受信機及び送信機、及び／又は、送受
信機機能を提供する、通信インタフェース回路に接続される。ネットワークノード４００
は、本開示のネットワークノードにより実行される任意の方法を実行する様に構成され得
る。メモリ４０２は、プロセッサ回路４０１で実行可能な命令を含み、これにより、ネッ
トワークノード４００は、本開示の方法を実行する様に動作する。
【０１０４】
　図５の無線デバイス４５０は、ネットワークと通信するための受信機回路４５３及び送
信機回路４５４を含む。受信機回路及び送信機回路は、１つ以上アンテナポートを介して
同じ又は異なる送信／受信アンテナに接続され得る。無線デバイス４５０は、メモリ４５
２に接続されるプロセッサ回路４５１を含み得る制御回路も含む。制御回路は、例えば、
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受信機及び送信機機能を提供する、送信機回路及び受信機回路に接続される。無線デバイ
ス４５０は、本開示の無線デバイスにより実行される任意の方法を実行する様に構成され
得る。メモリ４５２は、プロセッサ回路４５１で実行可能な命令を含み、これにより、無
線デバイス４５０は、本開示の方法を実行する様に動作する。
【０１０５】
　図５の実施形態を記述する異なる方法において、ネットワークノード４００は、単一ユ
ニット又は複数ユニットであり得る中央処理ユニット（ＣＰＵ）を含む。さらに、ネット
ワークノード４００は、例えば、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログラム可能リー
ドオンリーメモリ）、フラッシュメモリ、又は、ディスクドライブの形式である、少なく
とも１つのコンピュータプログラム製品（ＣＰＰ）を含む。ＣＰＰは、コンピュータプロ
グラムを含み、コンピュータプログラムは、ネットワークノード４００が実行すると、Ｃ
ＰＵに、例えば、図３に関して説明した手順のステップを実行させる、コード手段を有す
る。言い換えると、ＣＰＵがコード手段を実行しているとき、それは、図５の処理回路４
０１に対応する。
【０１０６】
　さらに、無線デバイス４５０は、単一ユニット又は複数ユニットであり得る中央処理ユ
ニット（ＣＰＵ）と、例えば、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログラム可能リード
オンリーメモリ）、フラッシュメモリ、又は、ディスクドライブの形式である、少なくと
も１つのコンピュータプログラム製品（ＣＰＰ）を含み得る。ＣＰＰは、コンピュータプ
ログラムを含み、コンピュータプログラムは、無線デバイス４５０が実行すると、ＣＰＵ
に、例えば、図４に関して説明した手順のステップを実行させる、コード手段を有する。
言い換えると、ＣＰＵがコード手段を実行しているとき、それは、図５の処理回路４５１
に対応する。
【０１０７】
　図６は、一実施形態による図５の無線デバイス４５０の機能モジュールを示している。
モジュールは、無線デバイス４５０で実行されるコンピュータプログラムの様なソフトウ
ェア命令を使用して実現される。代わりに、或いは、追加して、モジュールは、ＡＳＩＣ
（アプリケーション特定集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ
）、又は、個別論理回路の任意の１つ以上の様なハードウェアを用いて実現される。モジ
ュールは、図４に示す方法のステップに対応する。
【０１０８】
　受信機７０は、ステップ３１０に対応する。送信機７２は、ステップ３２０に対応する
。
【０１０９】
　図７は、一実施形態による図５のネットワークノード４００の機能モジュールを示して
いる。モジュールは、ネットワークノード４００で実行されるコンピュータプログラムの
様なソフトウェア命令を使用して実現される。代わりに、或いは、追加して、モジュール
は、ＡＳＩＣ（アプリケーション特定集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブル
ゲートアレイ）、又は、個別論理回路の任意の１つ以上の様なハードウェアを用いて実現
される。モジュールは、図３に示す方法のステップに対応する。
【０１１０】
　送信機８０は、ステップ２１０に対応する。受信機は、ステップ２２０に対応する。
【０１１１】
　図８は、コンピュータ可読手段を有するコンピュータプログラム製品９０の一例を示し
ている。このコンピュータ可読手段にコンピュータプログラム９１は格納され、コンピュ
ータプログラムは、本開示の実施形態による方法をプロセッサに実行させる。本例におい
て、コンピュータプログラム製品は、ＣＤ（コンパクトディスク）、ＤＶＤ（デジタル多
目的ディスク）又はブルーレィディスクの様な光ディスクである。上述した様に、コンピ
ュータプログラム製品は、図５のネットワークノード４００のメモリ４０２、及び／又は
、無線デバイス４５０のメモリ４５２の様な、デバイスのメモリに担持され得る。コンピ
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ュータプログラム９１は、ここでは、光ディスクのトラックとして図示されているが、コ
ンピュータプログラムは、例えば、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ドライブといっ
た、取り外し可能な固体メモリの様な、コンピュータプログラム製品に適切な任意の方法
で格納され得る。
【０１１２】
　例示的な実施形態のリスト
　以下に、ローマ数字で番号付けした、他の態様からの実施形態のリストを示す。
【０１１３】
　ｉ．　上りリンクにおいて無線デバイスをスケジューリングするため、無線通信ネット
ワークのネットワークノードにより実行される方法であって、前記無線デバイス及び前記
ネットワークノードに使用される上りリンク信号構造は、シンボル期間に分割される送信
サブフレームを定義し、前記ネットワークノードは、サブ－サブフレームスケジューリン
グ間隔を適用し、サブ－サブフレームは、少なくとも１つのシンボル期間を含み、前記方
法は、
　サブ－サブフレームスケジューリング間隔のために前記無線デバイスに制御情報メッセ
ージを送信することを含み、前記制御情報メッセージは、上りリンクスケジューリング情
報を含み、前記上りリンクスケジューリング情報は、上りリンクサブ－サブフレームの長
さと、前記上りリンクサブ－サブフレームの各基準信号及びデータの位置及び長さを示し
ている。
【０１１４】
　ｉｉ．　実施形態ｉの方法であって、前記上りリンクスケジューリング情報は、前記制
御情報メッセージの前記送信後、ある数のシンボル期間で開始するサブ－サブフレームで
有効である。
【０１１５】
　ｉｉｉ．　実施形態ｉｉの方法であって、前記ある数のシンボル期間は、予め構成され
、或いは、前記制御情報メッセージで示される。
【０１１６】
　ｉｖ．　実施形態ｉからｉｉｉのいずれかの方法であって、前記位置及び長さは、シン
ボル期間の粒度で示される。
【０１１７】
　ｖ．　実施形態ｉからｉｖのいずれかの方法であって、前記上りリンクスケジューリン
グ情報は、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの少なくとも１つの基準信号の位置を示すパラメー
タと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの開始位置を示すパラメータと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの長さを示すパラメータ、又は、前記
サブ－サブフレームの長さを示すパラメータと、を有する。
【０１１８】
　ｖｉ．　実施形態ｖに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブフレー
ムに基準信号のみをスケジュールすると判定することを含み、判定したスケジュールを示
すために、前記上りリンクサブ－サブフレームにおけるデータ開始位置を示す前記パラメ
ータは、例えば、値０といった、所定値に設定される。
【０１１９】
　ｖｉｉ．　実施形態ｖに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブフレ
ームにおいて基準信号をスケジュールしないと判定することを含み、判定したスケジュー
ルを示すために、前記少なくとも１つの基準信号の位置を示す前記パラメータは、例えば
、値０といった、所定値に設定される。
【０１２０】
　ｖｉｉｉ．　実施形態ｖに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブフ
レームにおいて２つ以上の基準信号をスケジュールすると判定することを含み、判定した
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スケジュールを示すために、前記上りリンクスケジューリング情報は、前記上りリンクサ
ブ－サブフレームの基準信号の位置を示す少なくとの１つの更なるパラメータを含む。
【０１２１】
　ｉｘ．　実施形態ｖからｖｉｉｉのいずれかの方法であって、前記上りリンクサブ－サ
ブフレームのデータの開始位置を特定する前記パラメータは、前記基準信号のサイクリッ
クシフトインデクス又はシンボル期間のインデクスである。
【０１２２】
　ｘ．　実施形態ｉからｉｖのいずれかの方法であって、前記上りリンクスケジューリン
グ情報は、
　前記サブ－サブフレームの最初のシンボル期間と少なくとも１つのターゲットシンボル
期間位置との間のシンボル期間の数でのタイムオフセットを示すパラメータであって、前
記少なくとも１つのターゲットシンボル期間位置は、前記上りリンクサブ－サブフレーム
の基準信号の位置、或いは、前記上りリンクサブ－サブフレームのデータの開始位置であ
る、前記タイムオフセットを示すパラメータと、
　前記タイムオフセットが前記基準信号の位置に適用されるか、前記データの開始位置に
適用されるかを示すシフトフラグパラメータと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの長さを示す、或いは、前記サブ－サ
ブフレームの長さを示すパラメータと、を有する。
【０１２３】
　ｘｉ．　実施形態ｘに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブフレー
ムにおいて基準信号のみをスケジューリングすると判定することを含み、前記シフトフラ
グパラメータは、前記タイムオフセットが前記データの開始位置に適用されていることを
示す様に設定され、判定したスケジュールを示すために、前記タイムオフセットを示す前
記パラメータは、例えば、値０といった、所定値に設定される。
【０１２４】
　ｘｉｉ．　実施形態ｘに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブフレ
ームにおいて基準信号をスケジューリングしないと判定することを含み、前記シフトフラ
グパラメータは、前記タイムオフセットが前記基準信号の位置に適用されていることを示
す様に設定され、判定したスケジュールを示すために、前記タイムオフセットを示す前記
パラメータは、例えば、値０といった、所定値に設定される。
【０１２５】
　ｘｉｉｉ．　実施形態ｘに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブフ
レームにおいて２つ以上の基準信号をスケジューリングすると判定することを含み、前記
上りリンクスケジューリング情報は、判定したスケジュールを示すために、タイムオフセ
ットを示す少なくとの１つの更なるパラメータを含む。
【０１２６】
　ｘｉｖ．　実施形態ｉからｉｖのいずれかの方法であって、前記上りリンクスケジュー
リング情報は、
　前記データの開始位置及び前記基準信号の開始位置を示す開始位置パラメータであって
、前記開始位置パラメータの符号は、前記サブ－サブフレームの最初のシンボル期間で開
始するのが前記データであるか、前記基準シンボルであるかを示し、前記開始位置パラメ
ータの値は、他の開始位置のインデクスを示す、前記開始位置パラメータと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの長さ、或いは、前記サブ－サブフレ
ームの長さを示すパラメータと、を有する。
【０１２７】
　ｘｖ．　実施形態ｖ、ｘ又はｘｉｖに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサ
ブ－サブフレームにおいて基準信号のみをスケジューリングすると判定することを含み、
判定したスケジュールを示すために、前記上りリンクサブ－サブフレームにおけるデータ
の長さを示す前記パラメータは、或いは、前記サブ－サブフレームの長さを示す前記パラ
メータは、例えば、値０といった、所定値に設定される。



(27) JP 6596155 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

【０１２８】
　ｘｖｉ．　実施形態ｘｉｖに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サブ
フレームにおいて基準信号をスケジューリングしないと判定することを含み、判定したス
ケジュールを示すために、前記開始位置パラメータは所定値に設定される。
【０１２９】
　ｘｖｉｉ．　実施形態ｘｉｖに記載の方法であって、さらに、前記上りリンクサブ－サ
ブフレームにおいて２つ以上の基準信号をスケジューリングすると判定することを含み、
前記上りリンクスケジューリング情報は、判定したスケジュールを示すために、少なくと
も１つの更なる開始位置パラメータを含む。
【０１３０】
　ｘｖｉｉｉ．　実施形態ｉからｉｖのいずれかの方法であって、前記上りリンクスケジ
ューリング情報は、定義された上りリンクサブ－サブフレーム構成の集合の１つにマッピ
ングする少なくとも１つの構成インデクスパラメータを有し、各定義された上りリンクサ
ブ－サブフレーム構成は、前記上りリンクサブ－サブフレームの長さと、前記上りリンク
サブ－サブフレームの各基準信号及びデータの位置と、前記上りリンクサブ－サブフレー
ムの各基準信号及びデータの長さの少なくとも1つを示す。
【０１３１】
　ｘｉｘ．　実施形態ｘｖｉｉｉの方法であって、前記構成インデクスパラメータはビッ
トマップを有し、前記ビットマップのビットは、前記上りリンクサブ－サブフレームの位
置に対応し、前記ビットの値は、対応する位置が基準信号に使用されているか、データに
使用されているかを示す。
【０１３２】
　ｘｘ．　実施形態ｉからｘｉｘのいずれかの方法であって、さらに、送信された前記制
御情報メッセージに従い、前記上りリンクサブ－サブフレームで前記無線デバイスから基
準信号及びデータの少なくとも１つを受信することを含む。
【０１３３】
　ｘｘｉ．　実施形態ｉからｘｘのいずれかの方法であって、前記サブ－サブフレームは
、送信時間間隔である。
【０１３４】
　ｘｘｉｉ．　実施形態ｉからｘｘｉのいずれかの方法であって、前記上りリンクスケジ
ューリング情報は、前記サブ－サブフレームの構成を示す。
【０１３５】
　ｘｘｉｉｉ．　実施形態ｉからｘｘｉｉのいずれかの方法であって、基準信号及びデー
タの少なくとも１つは、ショート物理上りリンク共用チャネル（ｓＰＵＳＣＨ）又はショ
ート物理上りリンク制御チャネル（ｓＰＵＣＣＨ）で受信される。
【０１３６】
　ｘｘｉｖ．　実施形態ｉからｘｘｉｉｉのいずれかの方法であって、前記ネットワーク
ノードは、前記無線デバイスに関するサービング無線ネットワークノードとして動作し、
或いは、前記無線デバイスのために通信ネットワークへの無線コネクションを提供する。
【０１３７】
　ｘｘｖ．　実施形態ｉからｘｘｉｖのいずれかの方法であって、前記通信ネットワーク
は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）仕様による、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）ネットワーク又はＬＴＥアドバンスドネットワークとして構成さ
れ、前記基準信号は、復調基準シンボル（ＤＭＲＳ）を含む。
【０１３８】
　ｘｘｖｉ．　無線通信ネットワークで動作する様に構成され、シンボル期間に分割され
る送信サブフレームを定義する上りリンク信号構造を使用する様に構成され、上りリンク
において無線デバイスをスケジューリングし、サブ－サブフレームスケジューリング間隔
を適用する様に構成されるネットワークノードであって、サブ－サブフレームは、少なく
とも1つのシンボル期間を含み、ネットワークノードは、さらに、実施形態ｉからｘｘｖ
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のいずれかの方法を実行する様に構成される。
【０１３９】
　ｘｘｖｉｉ．　実施形態ｘｘｖｉのネットワークノードであって、前記無線デバイスに
信号を送信し、前記無線デバイスから信号を受信する様に構成された無線送受信機回路と
、前記無線送受信機回路と動作可能に関連付けられる処理回路と、前記処理回路と動作可
能に関連付けられるメモリと、を有し、前記メモリは、前記処理回路により実行可能な命
令を有し、これにより、前記ネットワークノードは、実施形態ｉからｘｘｖのいずれかの
方法を実行する様に動作する。
【０１４０】
　ｘｘｖｉｉｉ．　上りリンクにおいて信号を送信するため、無線通信ネットワークの無
線デバイスにより実行される方法であって、前記無線デバイスにより使用される上りリン
ク信号構造がシンボル期間に分割される送信サブフレームを定義し、前記無線デバイスは
、上りリンクにおいて、サブ－サブフレームスケジューリング間隔でスケジューリングさ
れ、サブ－サブフレームは、少なくとも１つのシンボル期間を含み、前記方法は、
　サブ－サブフレームスケジューリング間隔のためにネットワークノードから制御情報メ
ッセージを受信することであって、前記制御情報メッセージは、上りリンクサブ－サブフ
レームの長さと、前記上りリンクサブ－サブフレームの各基準信号及びデータの位置及び
長さを示す上りリンクスケジューリング情報を含む、前記受信することと、
　受信した前記制御情報メッセージに従い、前記上りリンクサブ－サブフレームで基準信
号及びデータの少なくとも１つを送信することと、を含む。
【０１４１】
　ｘｘｉｘ．　実施形態ｘｘｖｉｉｉの方法であって、前記上りリンクスケジューリング
情報は、前記制御情報メッセージの前記受信後、ある数のシンボル期間で開始するサブ－
サブフレームで有効である。
【０１４２】
　ｘｘｘ．　実施形態ｘｘｉｘの方法であって、前記ある数のシンボル期間は、予め構成
され、或いは、前記制御情報メッセージで示される。
【０１４３】
　ｘｘｘｉ．　実施形態ｘｘｖｉｉｉからｘｘｘのいずれかの方法であって、前記位置及
び長さは、シンボル期間の粒度で示される。
【０１４４】
　ｘｘｘｉｉ．　実施形態ｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｉのいずれかの方法であって、前記上
りリンクスケジューリング情報は、
　上りリンクサブ－サブフレームの基準信号の位置を示すパラメータと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの開始位置を示すパラメータと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの長さを示すパラメータ、又は、前記
サブ－サブフレームの長さを示すパラメータと、を有する。
【０１４５】
　ｘｘｘｉｉｉ．　実施形態ｘｘｘｉｉの方法であって、前記上りリンクサブ－サブフレ
ームのデータの開始位置を特定するパラメータは、前記基準信号のサイクリックシフトイ
ンデクス又はシンボル期間のインデクスである。
【０１４６】
　ｘｘｘｉｖ．　実施形態ｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｉのいずれかの方法であって、前記上
りリンクスケジューリング情報は、
　前記サブ－サブフレームの最初のシンボル期間とターゲットシンボル期間位置との間の
シンボル期間の数でのタイムオフセットを示すパラメータであって、前記ターゲットシン
ボル期間位置は、前記上りリンクサブ－サブフレームの基準信号の位置、或いは、前記上
りリンクサブ－サブフレームのデータの開始位置である、前記タイムオフセットを示すパ
ラメータと、
　前記タイムオフセットが前記基準信号の位置に適用されるか、前記データの開始位置に
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適用されるかを示すシフトフラグパラメータと、前記上りリンクサブ－サブフレームの前
記データの長さを示す、或いは、前記サブ－サブフレームの長さを示すパラメータと、を
有する。
【０１４７】
　ｘｘｘｖ．　実施形態ｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｉのいずれかの方法であって、前記上り
リンクスケジューリング情報は、
　前記データの開始位置及び前記基準信号の開始位置を示す開始位置パラメータであって
、前記開始位置パラメータの符号は、前記サブ－サブフレームの最初のシンボル期間で開
始するのが前記データであるか、前記基準シンボルであるかを示し、前記開始位置パラメ
ータの値は、他の開始位置のインデクスを示す、前記開始位置パラメータと、
　前記上りリンクサブ－サブフレームの前記データの長さ、或いは、前記サブ－サブフレ
ームの長さを示すパラメータと、を有する。
【０１４８】
　ｘｘｘｖｉ．　実施形態ｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｉのいずれかの方法であって、前記上
りリンクスケジューリング情報は、
　定義された上りリンクサブ－サブフレーム構成の集合の１つにマッピングする少なくと
も１つの構成インデクスパラメータを有し、各定義された上りリンクサブ－サブフレーム
構成は、前記上りリンクサブ－サブフレームの長さと、前記上りリンクサブ－サブフレー
ムの各基準信号及びデータの位置と、前記上りリンクサブ－サブフレームの各基準信号及
びデータの長さとの少なくとも1つを示す。
【０１４９】
　ｘｘｘｖｉｉ．　実施形態ｘｖｉｉｉの方法であって、前記構成インデクスパラメータ
はビットマップを有し、前記ビットマップのビットは、前記上りリンクサブ－サブフレー
ムの位置に対応し、前記ビットの値は、対応する位置が基準信号に使用されているか、デ
ータに使用されているかを示す。
【０１５０】
　ｘｘｘｖｉｉｉ．　実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｖｉｉのいずれかの方法であっ
て、前記サブ－サブフレームは、送信時間間隔である。
【０１５１】
　ｘｘｘｉｘ．　実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｖｉｉｉのいずれかの方法であって
、前記上りリンクスケジューリング情報は、前記サブ－サブフレームの構成を示す。
【０１５２】
　ｘｌ．　実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｘｘｉｘのいずれかの方法であって、基準信号
及びデータの少なくとも１つは、ショート物理上りリンク共用チャネル（ｓＰＵＳＣＨ）
又はショート物理上りリンク制御チャネル（ｓＰＵＣＣＨ）で送信される。
【０１５３】
　ｘｌｉ．　実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｌのいずれかの方法であって、前記ネットワ
ークノードは、前記無線デバイスに関するサービング無線ネットワークノードとして動作
し、或いは、前記無線デバイスのために通信ネットワークへの無線コネクションを提供す
る。
【０１５４】
　ｘｌｉｉ．　実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｌｉのいずれかの方法であって、前記通信
ネットワークは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）仕様による、ロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワーク又はＬＴＥアドバンスドネットワーク
として構成され、前記基準信号は、復調基準シンボル（ＤＭＲＳ）を含む。
【０１５５】
　ｘｌｉｉｉ．　無線通信ネットワークで動作する様に構成され、シンボル期間に分割さ
れる送信サブフレームを定義する上りリンク信号構造を使用する様に構成され、上りリン
クにおいてサブ－サブフレームスケジューリング間隔でスケジューリングされる様に構成
される無線デバイスであって、サブ－サブフレームは、少なくとも1つのシンボル期間を
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含み、無線デバイスは、さらに、実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｌｉｉのいずれかの方法
を実行する様に構成される。
【０１５６】
　ｘｌｉｖ．　実施形態ｘｌｉｉｉの無線デバイスであって、前記ネットワークノードに
信号を送信し、前記ネットワークノードから信号を受信する様に構成された無線送受信機
回路と、前記送受信機回路と動作可能に関連付けられる処理回路と、前記処理回路と動作
可能に関連付けられるメモリと、を有し、前記メモリは、前記処理回路により実行可能な
命令を有し、これにより、前記無線デバイスは、実施形態ｘｘｘｖｉｉｉからｘｌｉｉの
いずれかの方法を実行する様に動作する。
【０１５７】
　ｘｌｖ．　ネットワークノードで実行されると、前記ネットワークノードに実施形態ｉ
からｘｘｖのいずれかの方法を実行させるコンピュータ可読コードを含むコンピュータプ
ログラム。
【０１５８】
　ｘｌｖｉ．　無線デバイスで実行されると、前記無線デバイスに実施形態ｘｘｘｖｉｉ
ｉからｘｌｉｉのいずれかの方法を実行させるコンピュータ可読コードを含むコンピュー
タプログラム。
【０１５９】
　ｘｌｖｉｉ．　コンピュータ可読記憶媒体と、実施形態ｘｌｖからｘｌｖｉのいずれか
のコンピュータプログラムを含み、前記コンピュータプログラムは、前記コンピュータ可
読記憶媒体に格納されているコンピュータプログラム製品。
【０１６０】
　略語
ＢＬＥＲ：ブロック誤り率
ＤＣＩ：下りリンク制御情報
ｅＰＤＣＣＨ：拡張物理下りリンク制御チャネル
ＬＴＥ：ロングタームエボリューション
ＭＡＣ：媒体アクセス制御
ＭＣＳ：変調及び符号化法
ＯＦＤＭ：直交周波数分割多重アクセス
ＰＤＣＣＨ：物理下りリンク制御チャネル
ＰＤＳＣＨ：物理下りリンク共用チャネル
ＰＲＢ：物理リソースブロック
ＰＵＳＣＨ：物理上りリンク共用チャネル
ＲＡＴ：無線アクセス技術
ＲＢ：リソースブロック
ＲＥ：リソースエレメント
ＲＲＣ：無線リソース制御
ＳＣ－ＦＤＭＡ：シングルキャリア―周波数分割多重アクセス
ｓＰＤＣＣＨ：ショート物理下りリンク制御チャネル
ｓＰＤＳＣＨ：ショート物理下りリンク共用チャネル
ｓＰＵＳＣＨ：ショート物理上りリンク共用チャネル
ＳＦ：サブフレーム
ＳＳＦ：サブ－サブフレーム
ＴＴＩ：送信時間間隔 
ｓＴＴＩ：ショート送信時間間隔
【０１６１】
　本発明について、主に、幾つかの実施形態を参照して説明した。しかしながら、当業者
には容易に理解される様に、上述した以外の他の実施形態が、添付の特許請求の範囲で規
定される、本発明の範囲内で同様に可能である。
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